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ＳＤＧｓ・脱炭素で地域事業者の
サステナブル経営を後押しするＳＤＧｓ未来都市の挑戦
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昭和３４年４月に合併して日南町が発足
島根県・広島県・岡山県に隣接し、面積の９割を森林が占め

高齢化率も５０％を超えています

過疎、少子高齢化が進行する「日本の３０年後の姿」の町として
多くの学術機関におけるモデル地域となっています

農業・林業を中心とした第一次産業が主役とし
緩やかな人口減少を実現させる

町民総活躍の「創造的過疎」のまちづくりへ挑戦しています

日南町のご紹介
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人口 約4,200人
高齢化率 52％

少子高齢化が進行する
「日本の30年後の姿」

◼ 第2期まち・ひと・しごと創生日南町総合戦略（2020年3月）

◼ SDGs未来都市（2019年度選定）

◼ 2050年ゼロカーボンシティ宣言（2021年3月）
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山陰合同銀行のご紹介
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経営理念 地域の夢、お客様の夢をかなえる創造的なベストバンク

中期経営計画
（2021-2023）

ESG経営の推進

◼ サステナビリティ宣言を踏まえた投融資方針（2021年6月）

◼ カーボン・ニュートラルの実現に向けた中長期目標（2021年12月）

◼ 2050年ゼロカーボンシティ宣言（2021年3月）
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J-クレジット販売促進スキームのご紹介
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J-クレジット地域コーディネーター（山陰合同銀行等）

J-クレジット
販売者

【日南町】

J-クレジット
購入者

地元企業等

• 販売先の紹介・キャラバン活動
（行員向け研修会実施）

• 案件進捗状況の週次チェック
• 成功報酬受領（※2）

（※1）J-クレジットの販売者（地公体等）と事前に「地域コーディネーター契約」を締結し任命をうけ活動【官民協働・実効性】
（※2）成約となった場合にのみ、販売代金の一部を成功報酬として受領する規定【独自性・持続性】

• 趣旨説明から成約までをコーディネート
• 排出量の見える化やカーボン・オフセットの

サポート
• 企業へのSDGs講習実施（試験実施）など

￥￥

J-クレジット J-クレジット

（※1）

◼ 林業（森林管理）への資金循環
により森林のCO2吸収量が増大
（気候変動対策へ）

◼ 森林保全へ関心の高い企業等との
ネットワークが強化

◼ カーボン・オフセットを通じた経
営・営業戦略等の差別化とし
て利用促進

◼ SDGs達成貢献、ESG経営
の実践を通じた企業価値の
向上

基金

年度に影響されず
効果的に拠出

◼ Ｊ－クレジット制度とは、対象の森林における二酸化炭素（ＣＯ２）の吸収量を認定し、売買を可能とした制度であり、日南町で
はＦＳＣ森林認証を受けている日南町有林において、間伐地を対象にクレジットを認証取得。クレジットの売上は林業振興・生
態系保全に活用し、持続可能な森林づくりへ充当。

カーボン・オフセット
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自走する自律的好循環
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面的
拡大

量的
拡大

持続性
担保

他地域
波及

◼ 複数コーディネーターによる
活動エリア（面的）拡大

◼ 情報発信と取組活発化に
よる新規のコーディネーター
登録

◼ コーディネーターによる同時
並行した活動により販売数
量の増加

◼ カーボン・オフセット企業の
増加

◼ 販売金額増加による財源
確保と基金化による柔軟・
効果的な運用へ

◼ 成功報酬による持続的活
動を担保

◼ 積極的な情報開示等によ
る他地域での導入

◼ 導入にあたってのアドバイス
実施

◼ 取組開始から約10年を経て、地域・企業の認知も向上するとともに官民協働（役割分担）が定着。SDGsの普及・認知拡大を受
けさらに活動が活発化し他地域への影響力も大きくなっている。
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日南町有林J-クレジット販売実績

年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

販売件数 4件 2件 8件 7件 8件 18件 22件 24件 79件

販売量
（t-CO2）

119 20 70 223 231 625 529 658 1,446
2021.12.31時点
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

販売数量 販売件数 ※バッファー分、道の駅オフセット分は除く

年度別販売件数と販売量

創成期 認知期 促進期 拡大期
【新戦略移行期】

6



第１回地方創生ＳＤＧｓ金融表彰 発表資料

山陰合同銀行をはじめとした地域金融機関との連携
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◼ J-クレジットも含めた令和元年度SDGs未来都市への申請にあたっての町内セミナーへの参画
◼ SDGsの機運を高めるため、日南町職員や地域住民等を含めたSDGsカードゲーム等の実施
◼ 国や地方公共団体、経済団体等が主催するセミナーや研修会でも、積極的に日南町の取り組み事例を発信
◼ Ｊ－クレジット購入企業向けのSDGsセミナーを実施し、企業全体（社員含めて）でのSDGs・脱炭素経営の推進

◼ Ｊ－クレジット販売における企業への意識醸成、制度運用にあたっての細かな連携・推進体制の構築には、山陰合同銀行による
牽引体制が大きく関与いただいた。Ｊ－クレジット地域コーディネーターとして当初からご仲介いただいている山陰合同銀行、鳥取銀行のほか、
米子信用金庫、第一生命鳥取支社などの新たなパートナーシップも加わり、圏域での脱炭素経営の意識向上につながっている。
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■ 地元紙への積極的掲載、日南町公式HPにて全社の取組を紹介

波及効果を生み出す仕組み（情報発信、情報・ノウハウ開示）
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◼ 金融専門出版社 ㈱きんざい 通信講座「サステナブル
ファイナンスがよくわかる講座」へ事例寄稿

◼ 地域金融機関として全国初となる
「サステナビリティレポート」を発行（2021.11）

◼ 金融専門出版社（一社）
◼ 金融財政事業研究会
週刊「金融財政事情」へ
取組スキーム・要諦を寄稿
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自律的好循環が息づく地域を
未来を託す次世代へつないでまいります！！

ご清聴ありがとうございました。


